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▪お詫びと訂正
2022年3月号に掲載した「研究報告」の執筆者の所属に一部誤り
がありました。お詫び申し上げるとともに，以下のように訂正いた
します。
誤）高崎健康福祉大学保健医療学部
正）高崎健康福祉大学健康福祉学部
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特集
CVPPP
―その暴力はなぜ発生したのか
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❖東日本大震災が発生した当時，私は地元である岩手県にいま
した。住まいは内陸にあったため被害は停電，物の落下程度でし
たが，とにかく何が起きたかわからないという状況でした。停電
は2日ほど続き，3月の岩手県は寒く，BGM的に流れるラジオの
音もあまり耳に入りません。電気が復旧してから，テレビで全体
の状況を把握することになりました。感じたことは恐怖や悲しみ
というより，やるせなさのほうが大きかったです。その気持ちは
上京してもずっと，むしろなおさら強くなっています。地元を離
れた人間が何をいうのかと自省しながら，いつかこの気持ちに報
いるため生きていくのだろうなと思っています。	 （C）
❖今回の特集の座談会にも参加いただいた佐藤照美さんには，
2011年5月号に緊急でご自身の被災体験をご寄稿いただきまし
た（座談会の末尾にその一部を掲載しています）。ほぼ震災直後
と言っていい時期に書かれたあの文章をいま読み返すと，特別
な意味合い帯びて迫ってきます。多くのものが失われたあの事
象から，いまの，未来の私たちにとって助けとなる何が導き出
し得たのか，冷徹な眼差しで，過去が現在を見つめているよう
に思うのです。	 （S）

改良型CVPPPがめざす形
CVPPPと出会って―暴力を許すことは可能か
暴力の複雑性と自分自身にある攻撃性の気づき
CVPPPを組織に導入して
児童・思春期の看護とCVPPP　ほか
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